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左上　ミーティング：いつもながら気の引き締まるミーティングです。 
右上　RentalBike：3台登場。 
左下　JM4x： S古田(米子工業)、3武田（美方）、2髙田（敦賀工業）、B中原（日田） 
右下　JW4x：S小原（筑波大）、3棚橋（加茂）、2高島（米子東）、B瀧本（館林女子） !!
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　予選の前日ということもあり、すべての参加クルーが出そろいます。 
朝食はいつものように07：00。ホテルを08：35に出発。 
夜中に少し雨が降ったのか地面が湿っている状態でした。会場に着くと、予想通り選手
でいっぱいの感じ。JPNチームは、いつものようにミーティングを木陰で行い、この日の
トレーニングに取り掛かりました。W-UP・UT4000m・StartからGoal方向に500mレー
スペースで2本行ないクールダウン、合計8km。今日からRental Bikeも利用です。 
トレーニング途中雨も降ることなく静水の中でのトレーニングでした。レース前のスピー
ドや技術を確認する為には最適な環境でした。 
　今日はコース周辺において各国のコーチが大声で指示している様子が多く見られました。
気合がこもっている大声が選手達にも緊張感を与えているように感じられました。 
いよいよ明日のレースに向けて最後のトレーニングを終え、会場でランチ。 
ランチは11：30オープン。今日は開会式がある影響か、オープン前に長蛇の列ができま
した。ここでも、時間前に並んでいても、いざ「オープン」となると、各国選手がところ
構わず割り込んできます。 
昼食後ホテルに戻り開会式まで休息。 
15：30からはチームマネージャーミーティング、その場で組み合わせ抽選。予選の組み
合わせはJARAHPかFISAHPでご確認ください。 
早めの夕食後、開会式にバスにて会場に移動。途中、同乗したスペインの選手たちが歌
を歌い出し、車中は一気に熱気ムンムンに。陽気な雰囲気を作るのは大変上手ですし、チー
ムみんなが協力する。日本人のように恥ずかしがってというようなことは、全くありませ
ん。 
バスの到着場所には日の丸を振るドイツの学生Veronika（ヴェロニカ）さんがお出迎え。
以前日本の北九州に住んでいたそうで、日本語を上手に話します。国旗を手にした彼女を
先頭に開会式場まで3 0 0mほど歩き、会場のユングフェルンシュティーク
（Jungfernstieg）に到着。しばらくすると会場前の水面にたくさんのボートが漕ぎだし
てきました。地元のクラブチーム総出で私たち参加チームを歓迎してくれています。浮か
んでいる艇の数は60以上あったでしょう。艇上の人たちも楽しそうに、ビールを飲んでい
る姿も有りました。その後、ステージ上のエンターテナーの陽気な演出の下、歌あり、ウ
エーヴあり、そんな中での開会宣言。日本の開会式と違いレース前にリラックスさせる陽
気なものです。誰が楽しんでいるのか？選手たちが楽しそうです。そしてそこにいる通り
がかりの方たちまでも式の雰囲気を楽しみ、そして私たちを歓迎してくれている、そんな
開会式です。本当に明るい陽気な開会式でした。 
開会式終了後、ホテルで明日のレースに向けてのミーティング。 
 稲垣チームマネージャーから組合せや注意事項があり、続いて古田ヘッドコーチより明日
のレースについて気合を込めたミーティングがありました。各担当コーチからも話があり、
ピシッと締まったミーティングを終えました。明日の良いレースを期待します。 !
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左上　JM2x：S野村（潮来）、大久保（明治大） 
右上　JW2x：S成瀬（恵那）、B常盤（小浜水産） 
左下　開会式1：会場近くでは同じホテルに泊まっている国々の旗を持ってお出迎え。 
右下　開会式2：Veronikaさんを囲んで。上手に日本語を喋ります。 
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左上　 開会式3：Veronikaの「さぁ、こっちよぉ。」の声で（もちろん日本語）メイン
会場に移動。 !
右上　開会式4：後ろに見えるのが「市庁舎」です。 
下　　開会式5：しばらくすると、続々とボートが現れ始めました。 



左下　開会式6：選手の前にボートが集い始めました。 
右上　開会式7：ドンドン集まって来て・・・・・。もう飲んでますね。 
左下　開会式8：最後はこのように！！　見ての通り「老若男女」、本当に楽しそう
です。全部で60艇以上あったでしょうか。丁度参加国数と同じ数なのかもしれませ
ん。 
右下　開会式9：選手も道行く人々も、入り混じっての開会式でした。　 
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